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研究成果の概要（和文）：人々のインタラクションは、日常の具体的な実践の文脈に埋め込
まれている。そして、そうした文脈には発話や発話者だけでなく、聞き手、非言語、人工物
といった様々なリソースが存在し、それらが人々のインタラクションにおける一つ一つの発
話順番の積み重なりに深く関わっている。本研究では、こうした視点から多くの自然会話の
事例を分析していくことを通して、日本語の使用と学習の問題を再考し議論していった。研
究の目的としては、(a) 日本語を母語あるいは第二言語とする者のワークプレースおける自
然会話を、微視的かつボトムアップに記録し記述し、(b) こうした相互行為実践の具体的場
面の事例的研究を蓄積し、最終的に日本語教育における学習や教授に関する提言を行うこと
であった。  
 具体的成果として、さまざまなワークプレース（大学の実験室やアルバイト先の飲食店やボ
クシングジム）におけるデータの分析から、(1) 彼らが会話への参加の微妙な調整を通して「参
加」を組織化している様子、(2) 聞き手、非言語、人工物といった様々なリソースを通してイン
タラクションがマルチモダルに組織化されている様子、(3) 参加者による「職業的／専門的な見
方」、つまり、「ある社会グループに特有の興味関心に応じる、社会的に組織されたものの見方
や理解の仕方」が形成され志向され、また理解される様子、さらに、(4) 人々は純粋な個体とし
てそこにいるのではなく、むしろ、周囲の人、モノ、テクノロジーとの布置連関のあり方を通
して我々の前に立ち現れており、彼らはそうしたリソースやネットワークへのアクセスのあり
方そのものであること、を明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：This research, based on the notion of learning as an interactional 
achievement and the function of language as media with which people coordinate their 
participation in interaction, examined how speakers of Japanese as a first and second 
language coordinate their participation in and organize their interaction, and make their 
learning in the work place observable to each other.  This research examined the 
naturally-occurring conversational data collected at various work places including science 
laboratories in a university, restaurant, and boxing gym.  Based on the analysis, the 
following findings are discussed: people engage in real-life communication in order to 
perform authentic tasks, and in such communication, semiotic resources such as talk, 
non-vocal behaviors, and artifacts in the environment are producing meanings reciprocally. 
Furthermore, removing language from the structure of interdependence of the resources 
and discussing the use and learning of language per se will probably lead to a false 
understanding of what people are actually doing and learning in interaction. This research 
also offered discussion and suggestions on the redesign of second-language teaching in the 
classroom. 
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１．研究開始当初の背景 
 
第二言語による会話能力を「具体的な実践を
相互行為として組織化する能力」という観点
から分析・考察しようとする場合、協働的実
践への「参加」には、以下の二つのレベルで
の「参加」があり得る。つまり、(1) 第二言
語話者が属する実践のコミュニティーへの
「参加」という意味での、マクロな分析の単
位としての「参加」、(2) 個々の相互行為の
局面局面で相手と協働的に相互理解を達成
していくという、ミクロな分析の単位として
の「参加」、の二つのレベルである。実は、
こうした二種類の「参加」は決して互いに独
立したものではなく、むしろ互いを相互的に
構成する要素になっていると考えられるが、
これらの「参加」を分析の単位にすることで、
相互行為の組織化のためにどのような道具
立てが用いられているのか、どのようなリソ
ースがそこにあるのか、という新たな視点か
ら第二言語話者と母語話者のインタラクシ
ョンを捉えていくことが可能となると考え
られる。申請者は、平成 16年～18年度に受
けた科研費による調査では、主に上記(1)の
マクロなレベルから第二言語話者による実
践のコミュニティーへの「参加」の様子を調
査した。そこで、本科研では、後者(2)のミ
クロのレベルでの第二言語話者の相互行為
への「参加」の調査を計画し実行した。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は以下の通り： 
(1) 日本語を母語あるいは第二言語とする者
のワークプレースおける自然会話を、微視的
かつボトムアップに記録し記述する。 
(2) こうした相互行為実践の具体的場面の事
例的研究を蓄積し、最終的に日本語教育にお
ける学習や教授に関する提言を行う。 

 
３．研究の方法 
 
日本語を母語あるいは第二言語とする者の
相互行為をさまざまなワークプレースで録
画し、記録した言語、非言語データを詳細に
文字化し分析する。背景となるフレームワー
クは、主に会話分析（Conversational 
Analysis）および状況的学習論である。 
 
４．研究成果 
 
本研究の成果は、以下に示すような４点に大
きく分類される。 
 
(1) 「会話への参加を調整する能力」：研究
代表者の柳町智治は、飲食店でアルバイトを
している留学生が日本語によって互いにイ
ンタラクションしながらその場での実践を
達成していく場面の分析を行った（柳町 
2009、Yanagimachi 2010）。この分析は特
に、二人の話者が同時に同内容のことを発話
する「コーラス」あるいは「リエゾン」と呼
ばれる現象を対象とした。そこでは、二人の
話者が互いの発話に細かい注意を払いなが
ら自らの参加を調整し、それを通して、その
場での活動（当該場面で重要な事柄を教え学
ぶということ）を協同で組織化していく様子
が観察された。この分析はまた、「言語形式
が母語話者のように正確さで適切か」という
これまで一般的に用いられてきた基準では
なく、「会話への参加を調整する」能力とし
て第二言語話者の相互行為能力を見ていく
ことの重要性を明らかにした（柳町 2008）。 
 
(2)「マルチモダルなインタラクションの組織
化」：研究代表者の柳町と分担者の岡田みさ
をは、相互行為を発話だけでなくそれ以外の
要素との関わりを通した、「マルチモダルな



 

 

組織化」という視点から分析していった。な
ぜなら、相互行為の文脈には発話や発話者だ
けでなく、聞き手、非言語、人工物といった
様々なリソースが存在し、それらが人々のイ
ンタラクションにおける一つ一つの発話順
番の積み重なりに深く関わっているからで
ある。このような観点から、柳町は大学の実
験室や飲食店において収集されたデータを、
岡田はボクシングジムで収集されたトレー
ナーとボクサーのやりとりのデータの分析
を通して、それぞれの場面における相互行為
のマルチモダルな組織化の諸相を検討した
（岡田・柳町 2008、岡田 2009、Okada 2010）。 
  このように、近年の相互行為分析の発達は、
人々のインタラクションを発話以外のリソ
ースも含め捉えていくことの重要性を示し
ている。上述の成果(1)の「会話への参加を調
整する能力」を捉える際にも、言語化された
発話データのみを扱うのではなく、ジェスチ
ャー、視線、姿勢などの非言語要素や環境中
の道具等の人工物（アーティファクト）がコ
ミュニケーションのリソースとして組み入
れられている様子を解明することが不可欠
となることを議論した。 
 
(3)「職業的な見方」の組織化：本研究では、
調査者があらかじめ設定した人工的環境で
会話データを収集するのでなく、飲食店、研
究機関、スポーツジム等で作業に従事する者
のダイナミックでリアリティのある実践場
面を記録しデータとして使用した。こうした
ワークプレースにおいて参与者が志向して
いるのは「職業的／専門的な見方」、つまり、
「ある社会グループに特有の興味関心に応
じる、社会的に組織されたものの見方や理解
の仕方」（Goodwin 1994: 606）である。本研
究では、そうした見方がどのように形成され
志向され、またどのように理解されているの
かを分析考察した (柳町 2007、岡田 2007、
岡田・柳町 2008、Yanagimachi & Okada 
2008)。 
 
(4)「ハイブリッドのデザイン」としての教室
と学習者：上述の(2)と(3)と関連して、本研究
では、日本語の学習者を「ハイブリッドのデ
ザイン」という視点から検討した（柳町 
2009）。具体的には、学習者とは純粋な個体
としてそこにいるのではなく、むしろ、周囲
の人、モノ、テクノロジーとの布置連関のあ
り方であり、そうしたリソースやネットワー
クへのアクセスのあり方そのものであると
いう議論である。教室の内外を問わず、人々
にとって最も重要なことは、その時々の実践
をどのように達成していくかであり、そのた
めにどのようにインタラクションを組織化
していったらいいかである。この立場にした
がえば、「学習」や「教えること」を議論す

るのに重要なことは、単に個体内に知識や技
能が蓄積されたのかではなく、むしろ、人々
が、人、モノ、テクノロジーのネットワーク
に参加しインタラクションを組織化してい
く様子を記述し、それによって授業や教室の
デザインを考えていくことだと言える。 
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